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平成27年度当初予算が成立しました。
本市が持つ“３つの宝”を輝かせるための事業や、
本市を対外的にＰＲしていく取り組みを推し進める
とともに、人口減少防止対策や新市誕生10周年記
念事業などに重点的に予算を配分。“南九州の拠点
都市＝リーディングシティ”の確立と“笑顔あふれ
るまち＝スマイルシティ都城”の実現を推進します。

◎問い合わせ　財政課　☎23－2113

平成27年度

スマイルシティ都城

推進予算推進予算

平成27年度当初予算の概要
～スマイルシティ都城・推進予算～

本市の実質的な返済額の低減！

●市債残高の純減（既発行債の繰上償還など）
平成17年度末：1,321億円 → 平成27年度末：1,162億円（▲159億円）

●本市負担の低い市債（臨財債・合特債）へのシフト
平成17年度末：8% → 平成27年度末：47%（（臨財債＋合特債）／市債残高）

◎財政健全化は引き続き堅持

●一般会計：751.2億円（前年度比 ▲1.9%）
◎マニフェストを踏まえた予算配分

・都城市が持つ《3つの宝》を、より一層輝かす！
・“都城市”をこれまで以上に対外的にPR！
・人口減少防止対策
・新都城市誕生10周年記念事業

主な特徴

※特別会計：478.1億円（同5.4%）、企業会計：39億円（同▲8.0%）、全会計：1,268.3億円（同0.5%）

●都城市が持つ《3つの宝》を、より一層輝かす！
⇒7つのマニフェストの実現

●マニフェストを踏まえた予算配分と財政健全化の両立！
●国・県との更なる連携強化！

●人口減少防止対策
●新都城市誕生10周年記念事業（27～28年度）

●“南九州の拠点都市=リーディングシティ”
の確立！
●“笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城”
の実現！

平成27年度当初予算の
基本的な考え方

平成25年度

“都城市”をこれまで以上に対外的にＰＲ！
平成26年度

平成27年度

￥

平
成
27
年
度
当
初
予
算
の

基
本
的
な
考
え
方

市
で
は
「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
の
確
立
と
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ

都
城
」
の
実
現
を
目
指
し
た
予
算
を
編

成
。
国
・
県
と
の
更
な
る
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、「
３
つ
の
宝
」
を
よ
り
一
層

輝
か
せ
る
た
め
の
事
業
、
人
口
減
少
防

止
対
策
や
新
都
城
市
誕
生
10
周
年
記
念

事
業
な
ど
に
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、

市
の
負
担
割
合
の
低
い
地
方
債
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
本
市
の
実
質
的
な
返
済

額
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
概
要

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
７

５
１
億
２
、０
０
０
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
14
億
５
、０
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
一
般
会
計
と
特

別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
て

の
会
計
の
予
算
総
額
は
１
、２
６
８
億

２
、９
６
２
万
円
で
、
６
億
４
、５
５
９

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
27
年
度
末
の
市
債
残
高

見
込
額
は
、
合
併
直
後
の
平
成
17
年
度

末
に
比
べ
て
１
５
９
億
円
減
少
し
、１
、

１
６
２
億
円
と
な
り
ま
し
た
。本
市
は
、

負
担
割
合
の
低
い
市
債
へ
の
シ
フ
ト
を

行
い
、
着
実
に
財
政
健
全
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

平成27年度当初予算

予算の概要
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地方交付税
184億1,806万円
（24.6%）

市税
177億4,954万円
（23.6%）

国・県支出金
168億4,882万円
（22.4%）

市債
75億2,494万円
（10.0%）

その他
145億7,864万円
（19.4%）

扶助費
187億4,862万円
（25.0%）

人件費
111億4,277万円
（14.8%）

公債費
89億3,336万円
（11.9%） 普通建設事業費

101億2,191万円
（13.5%）

その他
261億7,334万円
（34.8%）

751億2,000万円 751億2,000万円

民生費
288億5,210万円
（38.4%）

公債費
89億3,336万円
（11.9%）

総務費
86億2,210万円
（11.5%）

土木費
77億6,771万円
（10.3%）

教育費
57億6,629万円
（7.7%）

衛生費
49億659万円
（6.5%）

商工費
38億2,413万円
（5.1%）

農林水産業費
34億1,752万円
（4.6%）

その他
30億3,020万円
（4.0%）

751億2,000万円
前年度より

14億5,000万円
1.9％減

3 Miyakonojo City Public Relations 2015.4

平成27年度 当初予算

歳出の目的別分類の状況（一般会計）

●商工費…商業や工業の振興に要する経費で、観光や企業立地などの経費
●農林水産業費…農林畜産業の振興や農道整備などの経費

一般会計歳入歳出総額　751億2,000万円
（対前年度比 ▲1.9％）

用語の説明

●扶助費…生活保護や児童・高齢者福祉事業などに要する経費　　　●公債費…市が発行した市債（借金）返済のための経費
●地方交付税…国税の一定割合を交付する基準により国が交付する税　●市債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金用語の説明

￥

民生費
安定した社会生活を保障
するために必要な経費
・保育所の運営や委託な
どの事業
・障がい者福祉サービス
の給付事業　

￥￥

公債費
公共施設の整備をする
ために借りた地方債を
返済するための経費
※市の負担割合の低い市
債へ借り換えも進めて
います

総務費
庁舎管理や電算処理など

に要する経費
・社会保障・税番号制度
システム整備事業
・後方支援拠点都市推進
事業

土木費
社会基盤の整備や維持
管理に要する経費

・道路の舗装やガードレ
ール設置などの経費

・高城運動公園の整備事
業

教育費
校舎の建設や維持管理、
図書館などの教育施設の
運営に必要な経費

・上長飯小学校建設事業
・体育施設整備事業

衛生費
保健衛生や清掃業務な
ど生活環境の維持改善

に必要な経費
・ごみの収集運搬などの経費
・クリーンセンターの運営
経費

平成27年度当初予算

※（　）内は構成比

※（　）内は構成比

予算の内訳
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※平成26・27年度は見込み
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1,162

市債残高の純減 !
（▲159億円）

残高の8％

残高の25％

残高の47％

「合併算定替逓減対策基金」の創設

▲2.24基金活用後 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24 ▲2.24
第3次行財政改革大綱 第4次行財政改革大綱

▲2.24基金活用前

前年度比　逓減額

▲4.48 ▲4.48 ▲4.48 ▲4.48 ▲2.24

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

前年度から4億円超の削減が4年間継続

（億円）

合併による普通交付税の特例措置（合併算定替）の
終了に伴う交付税減額への対応

44.8億円

20.16億円
（0.9） 15.68億円

（0.7） 11.2億円
（0.5） 6.72億円

（0.3）
2.24億円

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H37H36H27

「合併算定替逓減対策基金」

合併算定替による
増額分

22.4憶円

5年
10年

基金の活用による緩やかな歳出削減

42015.4

都城市の家計簿

市債残高の推移

合併算定替逓減対策基金

収　入

項　　目 金 額（円） 割 合（%）
給料（市税など） 71,716 35.9%
パート収入（国庫支出金など） 44,858 22.4%
父母からの仕送り（地方交付税） 49,036 24.5%
預金の取り崩し（基金繰入金） 14,355 7.2%
ローンの借り入れ（市債） 20,035 10.0%

合　　計 200,000 100%

支　出

項　　目 金 額（円） 割 合（%）
食費（人件費） 29,667 14.8%
教育費、医療費（扶助費） 49,916 25.0%
住宅ローン返済（公債費） 23,784 11.9%
光熱水費、日用費など（物件費） 26,406 13.2%
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 28,655 14.3%
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 37,663 18.8%
預貯金（積立金） 3,909 2.0%

合　　計 200,000 100%

市の財政を月額20万円の家計に例えると

負担割合の低い
市債（臨時財政対策債・合併特例債）へシフト

新しい基金で普通交付税減少による
急激な収入不足に対応します

市の新規の借入金は、市の負担割合の低い地方
債を活用することで、市の実質的な借金を減ら
しています。
●臨時財政対策債
普通交付税の代わりに市が発行できる地方債
で、借入金の元金と利子は、後年度に国の普通
交付税で100%措置されます。
●合併特例債
合併後15年間発行できる地方債で、借入金の
元金と利子は、後年度に国の普通交付税で70%
措置されます。

新市誕生から10年間、普通交付税については、
合併算定替（合併前の市町の合計による算出方
法）の恩恵を受けてきました。この恩恵は、平
成28年度から32年度までの 5年間で段階的にな
くなり、市の収入は、22.4億円減少する見込み
です。
そこで、収入減に伴う急激な市民サービスが
低下しないように「都城市合併算定替逓減対策
基金」を創設しました。基金の積立額は、人件
費削減や収入増、その他の経費削減で約44.8億
円を予定しています。市では、この基金を活用
して急激な収入不足を補填し、将来にわたる財
政の健全な運営を行います。

￥
平成27年度当初予算

予算の内訳
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◎
北
消
防
署
移
転
建
設
事
業

【
予
算
額　

３
億
１
、２
９
６
万
円
】

消
防
施
設
の
充
実
と
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
後
方
支
援
機

能
強
化
の
た
め
、
北
消

防
署
を
都
城
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
移
転

整
備
し
ま
す
。

基
幹
道
路
等
の
整
備
事
業

◎
甲
斐
元
通
線
（
歌
舞
伎
橋
）
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
、０
５
０
万
円
】

◎
鷹
尾
都
原
線
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
、０
０
０
万
円
】

「
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」

の
育
成

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
よ
る
語
学

指
導
事
業【
予
算
額　

４
、１
５
４
万
円
】

「
地
の
利
」の
活
用

都
城
志
布
志
道
路
整
備
関
連
事
業

【
予
算
額　

１
９
５
万
円
】

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
事
業

◎
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

【
予
算
額　

１
億
５
、１
８
０
万
円
】

◎
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
活
用

促
進
事
業　
【
予
算
額　

５
４
４
万
円
】

後
方
支
援
機
能
強
化
関
連
事
業

◎
後
方
支
援
拠
点
都
市
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
、３
８
６
万
円
】

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
て
、
本
市
を
核
と
し
た

後
方
支
援
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
併
せ

て
都
城
市
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を
行

い
ま
す
。

「「
３
つ
のの
宝宝
」」をを

よよ
りり
一一
層層層
輝輝
かか
すす

「
農
林
畜
産
業
」の
振
興

６
次
産
業
化
推
進
事
業

【
予
算
額　

５
、３
０
４
万
円
】

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額　

６
、１
７
４
万
円
】

　

畜
産
奨
励
対
策
事
業

【
予
算
額　

１
５
８
万
円
】

在
モ
ン
ゴ
ル
日
本
国
大
使
館
主
催
の

「
天
皇
誕
生
日
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

に
本
市
産
宮
崎
牛
を
提
供
し
、
モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
本
市
産
宮
崎
牛
の
知
名
度

向
上
を
図
り
ま
す
。

ＥＴＣ車載器
設置費補助金

平成27年度も、引き続きETC車載器
設置費用の一部を助成します。
◎対象
・市内に住所があり、市税を滞納し
ていない個人または法人
・市または三股町内のＥＴＣ車載器
販売店で、新品のＥＴＣ車載器を
購入し、セットアップした人
※中古品の設置や新品への買い替え、
所有するＥＴＣ車載器設置車両の
更新による買い替えは対象外

◎助成金額
１台当たり5,000円（5,000円に満
たない場合は実費。対象経費は、車
載器購入費、工賃、セットアップ経費）

総合政策課
☎23－2115

「ゼロ」予算でも、
子どもたちの育成支援
都城盆地博覧会（キッズボンパク）
推進事業
市役所を身近に感じ、ま
た本市の歴史に興味を
持ってもらうために、小
学生向けのイベントを実施します。

「家庭の日」推進事業
子どもたちが家庭や地域で実りある
時間を過ごすことができるように、
学校や地域と連携して「家庭の日」
をさらに推進します。

ご当地ラジオ体操推進事業
「みやこんじょ弁ラジオ体操第 1」
を活用し、郷土愛の醸
成と健康増進を支援
します。

小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額　

１
、２
９
０
万
円
】

小
中
学
校
図
書
室
空
調
設
備
整
備
事
業

【
予
算
額　

１
、８
０
０
万
円
】

児
童
生
徒
が
快
適
に
図
書
に
親
し
め

る
よ
う
に
、
小
中
学
校
の
図
書
室
に
空

調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
事
業

【
予
算
額　

４
億
３
、５
８
８
万
円
】

都
城
教
育
の
日
推
進
事
業

【
予
算
額　

２
１
０
万
円
】

都
城
県
参
事
（
現
在
の
県
知
事
）
の

桂
久
武
が
、「
学
業
を
奨
励
し
人
材
を

育
成
す
る
」
と
い
う
方
針
を
示
し
た
２

月
18
日
を
「
都
城
教
育
の
日
」
と
定
め
、

都
城
の
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

活用ください

平成27年度当初予算

「３つの宝」をより一層輝かす
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都城市の「ふるさと納税」

Love Letter Project（イメージ）

イベントへの派遣

俳優・写真家　永瀬正敏さん

62015.4

PR
事業

人口減少
防止対策事業

と

都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業

ＰＲ事業と人口減少防止対策事業

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
都
城
推
進
事
業

【
予
算
額　

１
、５
１
８
万
円
】

合
宿
費
用
の
一
部
を

助
成
し
、
全
国
各
地
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
文

化
合
宿
を
積
極
的
に
誘

致
し
ま
す
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
連
携
店
事
業

【
予
算
額　

１
９
４
万
円
】

首
都
圏
な
ど
で
本
市
と
ゆ
か
り
の
あ

る
店
舗
と
連
携
す
る
「
み
や
こ
ん
じ
ょ

Ｐ
Ｒ
連
携
店
」
を
設
置
し
、
都
城
産
品

の
販
路
拡
大
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

同
郷
人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
予
算
額　

29
万
円
】

全
国
各
地
の
本
市
出
身
者
で
組
織
す

る
同
郷
人
会
と
の
連
携
を
強
化
。
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
本
市
の
Ｐ
Ｒ
や
物
産
品
の
販
路
開
拓

を
行
い
ま
す
。

高
崎
総
合
公
園
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
設
置
事
業

【
予
算
額　

４
０
０
万
円
】

温
泉
や
観
光
施
設
、
地
元
商
店
な
ど

の
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
高
崎

総
合
公
園
内
に
電
源
設
備
を
備
え
た

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
専
用
駐
車
場
を

整
備
し
ま
す
。

都
城
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
、２
０
３
万
円
】

◎Love Letter P
roject

都
城
編

都
城
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
書

家
の
紫
舟
さ
ん

の
指
導
の
下
、

大
切
な
人
へ
書

で
手
紙
を
つ
づ

る
市
民
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

◎
大
書
初
め
大
会

「
か
な
え
た
い
こ
と
」
や
「
大
切
に

し
た
い
こ
と
」
な
ど
を
書
く
、
書
初
め

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
都
城
島
津
邸
本
宅
写
真
展
開
催
事
業

本
市
出
身
の
俳
優
・
写
真
家
で
、
み

や
こ
ん
じ
ょ
大
使
で
も
あ
る
永
瀬
正
敏

さ
ん
。
永
瀬
さ
ん
が
撮
影
し
た
本
市
の

文
化
財
や
さ

ま
ざ
ま
な
風

景
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し

た
写
真
展
を

都
城
島
津
邸

で
開
催
し
ま

す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
活
用
事
業

【
予
算
額　

１
、０
３
７
万
円
】  

都
城
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
兼
Ｐ
Ｒ

部
長
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
派
遣
や
、
ぼ
ん
ち
く
ん
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
１
、

０
０
０
枚
発

行
予
定
）
な

ど
を
作
成

し
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま

で
多
く
の
人

に
本
市
の
魅

力
を
伝
え
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

【
予
算
額　

８
億
２
、６
２
３
万
円
】

本
市
に
寄
附
し
て
も
ら
っ
た
人
に
贈

呈
す
る
特
産
品
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
納

税
手
続
き
の
簡
素
化
と
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。

ＰＲ事業
ふるさとに眠る優れた資源を活用し、本市の魅力を
発信するＰＲ事業。昨年度は、著名な書家紫舟さん
に作成を依頼した「都城市ＰＲロゴ」や都城市ＰＲ
部長に就任した「ぼんちくん」、リニューアルして
魅力度を高めた「ふるさと納税」などを活用して、
本市を全国にＰＲすることができました。本年度は、
これらの取り組みをより一層進めるとともに、人口
減少防止対策により、安心して子育てができる環境
の整備などを進め、誰もが「都城に住みたい」と思
ってもらえるようなまちづくりを進めていきます。
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ＰＲ事業と人口減少防止対策事業

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

インタビュー

中学生
いじめ防止対策推進事業 【予算額　162万円】

小学生
放課後児童クラブ事業 【予算額　 2億8,304万円】

結　婚
子育て世代就職支援事業 【予算額　46万円】
結婚や出産などを機に看護職から離職していた子育て世
代の人を対象に、復職支援セミナーを実施します。

婚活支援事業（定住自立圏） 【予算額　756万円】
近隣の市や町と連携して、婚活支援に取り組みます。

共　通
子育てマップ作成事業 【ゼロ予算】
保育園や医療機関などの施設案内や、子育てに関する手
続きや制度などの情報を一冊に集約した「子育てマップ」
を作成。分かりやすい支援情報の提供に努めます。

妊娠・出産
妊婦乳幼児健康診査費 【予算額　 1億5,734万円】
１回目の妊婦健診に「子宮頸

けい

がん検査」を追加。その検
査料を全額助成します。

結婚から妊娠・出産、乳幼児期などのライフステージごとに
切れ目のない支援を行い、安心して子育てができる環境を
整備します。

移
住
・
定
住
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
２
７
万
円
】

◎
空
き
家
バ
ン
ク

宅
地
建
物
取
引
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、
移
住
者
向
け
に
物
件
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

◎
お
試
し
滞
在
制
度

移
住
希
望
者
に
本
市
で
の
生
活
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
宿
泊
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
移
住
・
定
住
促
進
事
業
費
補
助
金

空
き
家
を
購
入
し
、
居
住
す
る
移
住

者
を
対
象
に
、改
修
費
の
一
部
を
助
成
。

定
住
化
を
図
り
ま
す
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

【
予
算
額　

３
３
６
万
円
】

◎
企
業
立
地
促
進
奨
励
措
置
費

　
（
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
穂
満
坊
地
区
）

【
予
算
額　

１
億
７
、０
０
９
万
円
】

奨
励
措
置
を
拡
充
し
、
企
業
立
地
に

よ
る
新
た
な
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

都城の魅力を発掘・発信！
以前は看護師

の資格を生かし、
国内外で医療活
動やボランティ
ア活動に参加し
ていました。東
日本大震災を機

に自然環境の大切さを痛感し、自然
に恵まれた土地での生活に興味を持
っていたところ、知人の紹介もあり
地域おこし協力隊に応募しました。
現在は、家族と共に高崎町笛水地区
に移住し、地域行事などに参加する
ことで地元の人たちと交流を深めて
います。地域の人たちと一緒に活性
化に向けた取り組みを行いながら、
私の子育てや生活体験、都城の自然、
食文化などを市外の皆さんに発信し
ていきます。

人口減少防止対策事業

乳幼児期
乳幼児医療費助成事業 【予算額　 3億6,898万円】
未就学児の入院自己負担額を無料化。 5歳から就学前ま
での入院外自己負担額を800円から350円に減額します。

ホームスタート支援事業 【予算額　28万円】
ホームスタート（※）を行うボランティア団体を支援し、
平成29年度からの事業実施を目指します。
※研修を受けた地域の子育て経験者が未就学児がいる家
庭を訪問し、ボランティアで子育て支援を行う活動

保育所・幼稚園等むし歯予防事業 【予算額　59万円】

保育士等研修事業 【予算額　100万円】
南九州大学と連携して、潜在保育士の復職を支援。保育
士不足の解消を図ります。

自己負担額（月額） 平成26年度 平成27年度

入　院 0歳～就学前 350円 なし

入院外
0歳～ 5歳到達月 350円 350円

5 歳到達月の翌月～就学前 800円 350円
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新都城市誕生10周年記念事業と地域活性化対策／中心市街地の活性化

 

新
都
城
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

平成18年7月に行われた新都城市誕生記念式典

10周年記念事業

地域活性化
対策 中心市街地

活性化

と

新
都
城
市
誕
生
10
周
年
記
念
花
火

大
会
開
催
補
助
事
業

【
予
算
額　

５
３
０
万
円
】

新
都
城
市
誕
生
と
同
じ
く
10
周
年
を

迎
え
る
「
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル 

」
と
タ

イ
ア
ッ
プ
。
九
州
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
花

火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」

推
進
事
業

【
予
算
額　

６
４
６
万
円
】

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
が
就
航
10
周
年
を
機

に
展
開
し
て
い
る
、
機
体
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
空
恋
」
を
活
用
。
Ｐ
Ｒ
ロ

ゴ
を
機
体
に
装
飾

し
た
り
、
本
市
の

肉
や
焼
酎
な
ど
を

掲
載
し
た
機
内
誌

を
発
行
し
た
り
す

る
な
ど
、「
肉
と
焼

酎
の
ふ
る
さ
と
・

都
城
」
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
事
業

【
予
算
額　

40
万
円
】

夏
休
み
期
間
中
、
都
城
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
メ
ー
ン

会
場
に
、
市
民
が
参

加
す
る
「
夏
期
巡
回

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会
」
を
開

催
。
都
城
市
民
の
元

気
を
全
国
に
向
け
て

発
信
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

７
月
25
日
㈯　

６
時
〜

●
会
場

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ほ
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
事
業

【
ゼ
ロ
予
算
】

子
ど
も
に
大
人
気
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か

あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」の
仲
間
た
ち
が
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
に
大
集
合
。
歌
や
踊

り
が
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

12
月
５
日
㈯

●
会
場

総
合
文
化
ホ
ー
ル

新
都
城
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
事
業

【
予
算
額　

８
８
７
万
円
】

新
都
城
市
誕
生
か
ら
10
年
間
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め

の
出
発
点
と
し
て
、
記
念
式
典
を
行
い

ま
す
。

●
開
催
日

平
成
28
年
２
月
５
日
㈮

●
開
催
場
所

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容
（
予
定
）

・
式
典
（
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ

い
た
人
た
ち
の
表
彰
、
市
歌
斉
唱
、

新
市
誕
生
記
念
映
像
の
放
映
）

・
郷
土
芸
能
披
露
、
記
念
講
演
な
ど

本市は平成28年1月1日に、合併から
丸10年を迎えます。この10周年とい
う節目を迎えるに当たり、10年間の
歩みを振り返り、さらなる飛躍に向
けた記念事業を行います。また、中
心市街地の賑わいを呼び戻す取り組
みに力を入れるとともに、各地域の
課題解決や魅力発信につながる特色
のある事業を実施し、市全体の活力
を高めるための取り組みを進めてい
きます。

新都城市誕生10周年記念事業
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地域振興基金
5,000万円／年
４年分をまとめて

２億円積立

権限と
財源を
移譲

地域活性化
事業に着手

各総合支所などの要望
地域審議会・地域住民
など

地域振興基金の取り崩し

平成25年度

【事業の仕組み】

財源

権限

商店街イルミネーション事業

整備が進む中核施設整備予定地
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中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業

【
予
算
額　

11
億
４
、１
１
２
万
円
】

図
書
館
や
子
育
て
世
代
支
援
活
動
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
行
政
施
設
整
備
予
定
地

の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
や
、
基
本
・

実
施
設
計
な
ど
を
進
め
、
一
部
施
設
の

工
事
に
も
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
公
募

型
事
業
提
案
方
式
で
商
業
施
設
の
運
営

な
ど
を
担
う

民
間
業
者
を

選
定
す
る
と

と
も
に
、
国

の
補
助
事
業

を
活
用
し
た

民
間
施
設
の

整
備
を
支
援

し
ま
す
。

地
域
活
性
化
事
業

平
成
25
年
度
に
積
み
立
て
た
地
域
振

興
基
金
を
活
用
し
、
中
山
間
地
域
に
位

置
す
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◎
庄
内
地
区【

予
算
額　

２
１
２
万
円
】

●
庄
内
地
区
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
作
成
事
業
な
ど　

庄
内
地
区
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
発
見
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業

【
予
算
額　

２
、４
２
６
万
円
】

昨
年
度
実
施
し
た
「
高
校
生
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
」
や
「
商
店
街
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
な
ど
、
中
心
市
街
地
に

賑
わ
い
を
創
出
す
る
事
業
を
継
続
し
な

が
ら
、
新
た
に
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
子
ど

も
商
店
街
事
業
」
や
「
公
募
提
案
型
事

業
支
援
事
業
」
な
ど
、
次
世
代
育
成
や

積
極
的
に
活

動
す
る
市
民

団
体
な
ど
を

支
援
す
る
取

り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま

す
。

◎
山
之
口
地
区

【
予
算
額　

62
万
円
】

●
南
九
州
弥
五
郎
伝
説
文
化
交
流
事
業

南
九
州
地
域

に
継
承
さ
れ
る

弥
五
郎
３
兄
弟

が
山
之
口
に
参

集
す
る
、
文
化

交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

◎
山
田
地
区【

予
算
額　

１
２
６
万
円
】

●
「
石
川
理り

紀き

之の

助す
け

」
交
流
事
業

明
治
35
年
に
山
田
村
（
現
在
の
秋
田

県
潟
上
市
）
か
ら
、
農
民
救
済
の
た
め

に
中
霧
島
村
谷
頭
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中
心
市
街
地
の
活
性
化

地
域
活
性
化
対
策

市民サービスの更なるサービスの更なる
向上に向けた事業向上に向けた事業

職員接遇等向上事業 （695万円）
外部講師による接遇研修や、消防学校や
自衛隊への派遣研修を実施し、職員の「お
もてなし力」と緊急時の対応力の向上を
図ります。

都城島津邸石蔵カフェ開設事業（ゼロ予算）
都城島津邸内の石蔵に、軽食と飲料を提
供するカフェを開設します。
●営業日　火曜日～日曜日
●営業時間　10時～ 16時

志和池最終処分場第1期埋立地利用対策事業
 （2億4,101万円）
パークゴルフ場や多目的広場などを整備
し、子どもから大人まで楽しめる交流の
場として、埋立地の有効活用を図ります。

地域活性化対策／中心市街地の活性化
新都城市誕生10周年記念事業と地域活性化対策／中心市街地の活性化
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